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風
そ
よ
ぐ
五
月
五
日
（
こ
ど
も
の
日
）
、
恒
例
の
五
月
・
浜
宮
祭

が
宗
像
市
江
口
の
五
月
宮
と
同
市
神
湊
の
浜
宮
で
そ
れ
ぞ
れ
斎
行

さ
れ
た
。

当
日
、
高
向
宮
司
以
下
神
職
四
名
が
神
湊
に
鎮
座
す
る
浜
宮
へ

出
向
。
浜
宮
に
は
御
社
殿
は
な
く
、
石
祠
の
御
神
前
に
海
川
山
野

の
幸
に
加
え
、
「
赤
飯
」
「
粽
」
「
ガ
メ
の
葉
鰻
頭
」
「
菖
蒲
酒
」
な

ど
、
端
午
の
節
句
を
象
徴
す
る
神
餓
を
お
供
え
し
、
午
前
十
時

三
十
分
、
浜
宮
祭
を
斎
行
。
当
大
社
責
任
役
員
、
氏
子
会
長
、
地

元
総
代
、
神
湊
地
区
の
各
区
長
を
は

じ
め
地
元
の
方
々
が
参
列
さ
れ
た
。

引
き
続
き
五
月
宮
へ
移
動
。
五
月

宮
も
御
社
殿
は
な
く
、
大
き
な
常
緑

樹
を
依
代
と
す
る
神
籠
祭
場
で
、
そ

の
前
庭
に
浜
宮
祭
と
同
じ
く
神
撰
を

お
供
え
し
、
午
前
十
一
時
、
浜
宮
祭

参
列
者
に
加
え
、
江
口
区
長
、
福
岡

県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

の
関
係
者
ら
地
元
の
方
々
が
参
列
さ

れ
る
中
、
五
月
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

同
宮
は
釣
川
の
河
口
に
鎮
座
し
、

海
か
ら
の
浜
風
が
往
時
の
「
濱
殿
」

. 

~
 

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

m
閲
直
喜

む
事
が
出
来
た
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、

本
田
圭
佑
選
手
が
「
日
本
の
ス
ト
ロ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
が
、

そ
れ
は
生
ま
れ
持
っ
た
能
力
で
、
個
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
発
言
を
し
て

話
題
に
な
っ
た
▼
神
社
周
辺
で
も
田
植

え
が
始
ま
り
出
し
た
。
古
来
よ
り
稲
作

は
＿
人
で
行
う
事
が
困
難
な
た
め
、
地

域
住
民
が
協
力
し
て
行
っ
て
き
た
。
協

力
し
あ
う
こ
と
に
よ
り
組
織
力
を
強

め
、
和
の
精
神
を
大
切
に
成
長
し
て
き

た
民
族
で
あ
る
▼
「
和
」
を
大
事
に
す
る

た
め
の
手
段
と
し
て
、
住
民
は
神
社
に

集
い
祭
り
を
行
い
、
祭
り
の
後
に
は
直

会
を
行
い
、
組
織
力
を
高
め
て
き
た
。

ま
た
家
庭
に
お
い
て
は
法
事
を
行
う
事

に
よ
り
、
親
族
の
つ
な
が
り
を
保
つ
事

が
出
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
昔
か
ら
神
社
や
お
寺
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
大
い
に

利
用
さ
れ
て
き
た
▼
し
か
し
政
教
分
離

の
思
想
が
広
が
り
、
そ
の
場
所
は
公
民

館
へ
と
移
行
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
信

仰
が
な
い
た
め
祭
り
も
衰
退
し
、
地
域

の
「
和
」
も
希
薄
に
な
り
出
し
た
が
、
潜

在
能
力
と
し
て
未
だ
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
。
本
田
選
手
は
外
国
で
プ
レ
ー
す
る

こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
日
本
の
和
の
カ

に
気
付
か
さ
れ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

世
界
＿
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
「
和
」
を
持

つ
日
本
代
表
と
し
て
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。
（
幹
）

神具・装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-1 0-401 
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社立江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http:/ /www.munakata-taisha.or.jp/ 
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を
紡
彿
と
さ
せ
る
心
地
よ
い
祭
典

と
な
っ
た
。

祭
典
終
了
後
、
五
月
寮
で
直
会

が
執
り
行
わ
れ
、
奉
仕
者
並
び
に

参
列
者
一
同
、
当
大
社
御
神
木
で

あ
る
楢
の
若
葉
が
敷
か
れ
た
折
敷

に
盛
ら
れ
た
赤
飯
．
が
め
煮
．
膳
．

粽
・
ガ
メ
の
葉
鰻
頭
を
古
式
ゆ
か

し
く
栗
箸
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、

神
人
和
楽
の
一
時
を
過
ご
し
た
。

稲
の
成
長
を
予
祝
す
る
神
事
で

も
あ
る
こ
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
終

わ
る
と
、
神
郡
宗
像
で
は
田
植
え

の
準
備
が
始
ま
り
、
一
面
の
水
田
に

早
苗
が
影
を
浮
か
べ
な
が
ら
夏
ヘ

と
木
々
も
緑
を
深
め
て
い
く
。

名冨輩札塁四一
り生集本金月 と＝
‘十し年受二第ホ

I~ 店だ鷹塵よ五像
唇 □ 畠胃旦よ大

1 位岳畠嘉 9 靡累社
三五度ご斎の 迎義t
人期の神行日 疋？ら

....、一)ーI- に生新前さて 十
.................................................................................................................................... 

等史担書宮与 事る斎のとり の受 4;
そに‘当が司式祭と事行昭も受当ぼ 給

厄 9 ：畠誓氣塁‘閃轟胄悶畠塁且召 合豆
生の的よの宗明は°神たに集約宗 延、、つ
徒説、り代像会清 前゜参゜六像 べ Aこ

又贋塁后戸宜胃貫 月］口 □ 目 え奉
又g憂塁且塁［贔 て人奉ー保両 三告
がれ給金さ金、定 ＜材告時護市 人~
テた方のれ選高書 れに祭か者内 に名尽
l ゜法歴、定向授 たながらとよ

こ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

ぷ和 介の受終て
三当ー作けえt'-
十大と文‘た沿
四社しは境生；
農畠贔元塁繋作
今学面学あら斎
上金で生と奨執
｀陛制掲作 L 学筆
下度門文し金し
御は のだ支ヽ
成、手御＾給書
婚昭..__,紹こをき

................................................................. 

し校像今自宗昭を
万扇福月時像和奉
るず津至庄車旱門
゜つ市つノ‘郡五て

塁り芯摩贋年制
し中召整中璽詈
三学現に学期れ

儡塁草斎魯隻豆
支りはさ身し年
給各宗れ者ての

宗像大社奨学金第55期受給生19名

遠藤 海人 （大島中） 玄 界 高

福崎 陸 ( II ) 宗 像 高

嘉村一土志 （玄海中） 香 椎 高

浅海 菜瑠 ( II ) 九州国際大付属高

高橋 敏貴 （日の里中） 宗 像 高

中道 普子 ( II ) 折尾愛真高

平野 淳美 （宗像中央中） 精華女子高

白川多聞天 （城山中） 九州国際大付属高

西村優梨香 ( II ) 福 岡 高

上村 華凛 （河東中） 若松商業高

木藤 里菜 ( II ) 九産大付属九州高

山崎 大翼 （自由ヶ丘中） 香椎工業高

吉田 愛里 ( II ) 玄 界 高

安河内 ‘I夕完 （津屋崎中） 水 産 高

西本ひかる ( II ) 水 産 高

青野 大輔 （福間中） 宗 像 高

宮島 葵 ( II ) 東海大付属第五高

写呻 氷̀· 直 （福間東中） 古賀寛成館高

井上 未雪 ( II ) 新 宮 高
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満
神
社
春
の
例
祭
斎
行

日曜日日
i竺

去
る
四
月
二
十
日
、
当
大
社
が
丁
同
か
っ
た
。
公
民
館
に
て
、
館
内
に

6

i
鎮
座
す
る
田
島
地
区
の
氏
神
様
・
ニ
安
置
さ
れ
た
神
輿
へ
御
神
璽
を
奉

年
i
2
ｷi 
成

3

氏
八
満
神
社
の
春
祭
が
厳
粛
に
斎
二
安
し
、
頓
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

i
行
さ
れ
た
。
二
奈
典
終
了
後
に
は
直
会
を
執
り
行

平
i

当
日
は
、
早
朝
の
降
雨
に
よ
り
i
い
、
午
後
二
時
半
御
神
璽
を
本
殿

神
輿
で
の
御
神
幸
は
中
止
さ
れ
、

□
へ
と
お
返
し
す
る
還
御
祭
が
斎
行

御
神
璽
だ
け
の
出
御
と
な
っ
た
が
、
一
さ
れ
、
本
年
の
春
祭
も
恙
な
く
終

午
前
十
一
時
、
高
向
宮
司
と
神
職
一
え
る
事
が
で
き
た
。

一
名
に
よ
り
出
御
祭
を
斎
行
し
、

田
島
区
長
を
始
め
氏
子
等
と
共
に

御
神
璽
を
当
大
社
・
祓
舎
に
設
営

さ
れ
た
御
旅
所
へ
と
お
連
れ
し
た
。

祓
舎
に
て
駐
賛
所
祭
を
斎
行
し
、

祭
典
終
了
後
に
は
当
大
社
神
門
前

ま
で
御
神
璽
と
共
に
進
み
、
宗
像

大
神
様
に
拝
礼
し
田
島
公
民
館
へ

五
月
十
六
日
午
後
六
時
よ
り
、

平
成
二
十
六
年
度
主
基
地
方
風
俗

舞
保
存
会
総
会
が
花
田
会
長
以
下

役
員
・
会
員
十
名
出
席
の
も
と
当

大
社
斎
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

始
に
、
主
基
地
方
風
俗
舞
保
存

会
の
舞
歌
（
破
・
急
）
を
奉
唱
し
、

会
長
よ
り
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
議

事
に
入
り
、
平
成
二
十
五
年
度
活

動
報
告
並
び
に
決
算
報
告
、
引
き

続
き
平
成
二
十
六
年
度
活
動
計
画

案
並
び
に
予
算
案
報
告
を
行
い
、

一
同
よ
り
承
認
を
え
た
。
そ
の
後

花
田
会
長
よ
り
、
現
在
当
大
社
に

て
行
わ
れ
て
い
る
、
造
営
事
業
へ
の

主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
と
し
て

奉
賛
を
行
う
旨
が
立
案
さ
れ
、
役

員
・
会
員
―
-

『

同
議
論
を
尽
一

く
し
、
保
存

会
役
員
・
会

員
の
協
力
の

下
奉
賛
を
行

う
事
が
決
講

さ
れ
た
。

国駐匹置

主
基
地
方

風
俗
舞
保
存
会

総
会
開
催

宗像大社奨学金 受給生作文紹介

「奨学金需給生としての思い」

新宮高等学校一年井上 末晉
私には夢があります。将来、小説家になりたいのです卜本を一冊読

むだけで、自分が知らなかった言葉にいくつも出会え、想像したこ

とのない世界を見ることができます。自分の頭の中は自分だけのも
のです。考えていること、創造したこと、全部私だけが持っている

ものです。私は、その感覚がたまらなく好きです。そして、それを

文章にできる小説家の方々を本当に尊敬しています ►私は昔から

運動が得意ではなく、部屋の中で遊ぶ方が断然好きでした。今まで

は本を読むことが好きになったのはこの事が理由だと思っていま

したが、たとえ運動が得意だったとしても、本を好きになっていた

だろうと、今感じています ►私の家はあまり裕福とは言えませんが、

人に胸を張って誇れるような母や出会えて良かったと思える友達

がいます。私が小説家という夢が持てたのも、そうした人たちのお

かげです。この素晴らしい奨学金をいただけるのは、決して自分だ

けの努力だけではないと自信を持って言えます ► これまで支えて

くださった方々、また、奨学金という心強い助けを下さった方々に

恩返しができるよう、小説家になるという夢を実現させてみせます。

気持ちを言葉にすることは難しいですが、将来、今のこの気持ちも

文章に表せる様な小説家になることをどうか期待してください。

「沖ノ島と関連遺産群の
世界遺産登録について思うこと」

玄界高等学校三年伍村 真海
私は、沖ノ島と関連遺産群が世界遺産に登録されてほし

いという思いと、されてほしくない思いと両方あります

► まず、登録されてほしい理由は、世界の人たちに沖ノ

島のことや宗像市福津市の良さを知ってもらえる一つの

きっかけになると思ったからです。テレビや新聞などで

世界遺産についてのことが載っている記事や特集など

を見た友人や学校の先生が「沖ノ島のことを教えて」と声
をかけてきたり「大島いいところだね。行ってみたいな」
と言ってくれてとても嬉しかった経験があります。やは

り地元のことをほめられたらとても嬉しいし、今まで以

上に活気あふれる元気なところになると思うからです

►登録されてほしくない理由は、たくさんの人が来てく
れるのは嬉しいことですが、今ある自然が壊れていって
ほしくないからです。世界遺産に登録されたというニュー

スを以前見て、沖ノ島や宗像市福津市が登録されたらど

うなるのか不安になりました。でも、そういった問題が

なければ、世界遺産にぜひ登録されてほしいと思います。
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 疇

一

1

定
例
総
会
開
催
一
き
上
げ
、
又
一
年
の
役
員
任
期
を

司

L
r
l
ャ

r

ー
＇
ー
'
,
ニ
一
年
と
す
る
旨
審
議
さ
れ
た
。
次

邦
去
る
、
五
月
十
五
日
当
大
社
氏
こ
に
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
案
・

2
6
子
青
年
会
（
会
長
・
嶺
俊
光
）
の
定
二
予
算
案
の
説
明
が
事
務
局
よ
り
行

成
·平
例
総
会
が
斎
館
に
お
い
て
開
催
さ
一
わ
れ
、
其
々
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ

れ
た
。
一
た
。
最
後
に
全
会
員
で
聖
寿
の
万

総
会
は
、
嶺
会
長
を
議
長
に
議
二
歳
を
行
い
、
総
会
は
滞
り
無
く
終

事
審
議
に
入
り
、
事
務
局
よ
り
平
一
了
し
た
。

成
二
十
五
年
度
事
業
・
決
算
報
告
i
大
社
を
中
心
と
し
た
神
郡
宗
像

並
び
に
矢
原
監
事
よ
り
決
算
監
査
i
の
発
展
と
、
誇
り
あ
る
我
が
国
の

像
報
告
が
行
わ
れ

0

伝
統
を
次
世
代
へ
と
伝
え

A

た
。
次
に
当
会
参

E

？
る
べ
く
結
成
さ
れ
た
氏
子

9
-

T
 

K
P

規
約
変
更
の
件
[
]
·
一
青
年
会
も
今
年
で
十
年

A
 

U
N
が
審
議
さ
れ
、
ア

1
·

目
を
迎
え
る
。
会
員
も

M
 
昨
年
の
全
国
氏
・
一
五
十
余
名
を
数
え
、
昨
年

音
▼
子
青
年
協
議
会

r

『
よ
り
全
国
氏
子
青
年
協

加
盟
に
伴
い
、
会
議
会
に
加
盟
し
、
全
国
氏

.

r

-

員
年
齢
の
上
限
，
子
青
年
と
の
交
流
を
深

’ 

一
丁彰
を
五
十
歳
か
ら

]
3

め
、
徐
々
に
活
動
の
幅
を

1

五
十
五
歳
に
引
｀
拡
げ
て
い
る
。

月毎戸
福
岡
剥
的
引
青
年
協
議
会

鱈
[
¢
ぇ
定
例
総
会
に
出
席

物重
［

L
_

，

l
_

ー

_
l

ー

三
五
月
十
一
日
、
柳
川
の
日
吉
神
社
に
お
け
る
、
福

岡
県
氏
子
青
年
協
議
会
の
定
例
総
会
に
会
長
以
下

澤号4
0
役
員
八
名
事
務
局
二
名
が
出
席
し
、
県
内
各
地
域
の

即
氏
子
青
年
会
員
等
と
交
流
を
深
め
た
。

り
鴫
S
L
>
`

｀
弓

J

i

-

;

 

•
[
―
―

-
l
1
1

｛
全

、

.
I
‘
`

I[

• 

4
r

傘
＾

情
印
デ
、

i
を
中
心
に
振
り
付
け
・
衣
装
で
世

こ
界
遺
産
推
進
活
動
が
広
く
知
ら
さ

去
る
五
月
三
・
四
日
に
開
催
さ
れ
□
加
わ
っ
た
。
約
三
十
分
の
パ
レ
ー
ド
L
れ
た
。

た
「
博
多
ど
ん
た
＜
港
ま
つ
り
」
に
、
丁
中
は
、
推
進
活

当
大
社
氏
子
青
年
会
も
参
加
し
、
二
動
の
一
環
で
あ

黄
色
の
雑
色
衣
装
を
身
に
着
け
、
：
り
九
月
十
三
日
ー

一

博
多
の
街
を
練
り
歩
い
た
。
こ
に
、
宗
像
ユ
—

初
日
の
三
日
、
「
宗
像
・
沖
ノ
島
：
リ
ッ
ク
ス
で
公

と
関
連
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
こ
演
が
予
定
さ
れ

録
推
進
活
動
P
R

の
た
め
、
宗
像
一
て
い
る
、
市
民

市
の
市
民
活
動
団
体
・
産
業
団
体
こ
参
加
型
ミ
ュ
ー

等
、
総
勢
約
一
五
0
名
に
て
パ
レ
ー

□
ン
カ
ル
「
む
な

ド
に
参
加
、
当
大
社
氏
子
青
年
会
了
か
た
三
女
神

員
十
四
名
も
要
請
を
受
け
こ
れ
に
二
記
」
の
出
演
者

た
«
ま
つ
り
に
参
加

沖
ノ
島
清
掃
奉
仕

雹＿＿ーて
ノ海中 な実祠及五 行名社
島上‘晴そ施：ぶ月こつが氏去
祠を生天 さ津ー一のだ沖子る
着進月ljに れ宮般干清 ノ青‘

夏［合［ 悶 □ [ ] [ ：書閂
r 約目穏 で琶を剪は 島馨；
喜詞贋累 贔畠胄 5 争 胃息骨
で間出な 回ナこ入 0 に 奉約、

塁盃造胃 慧そば虐日 嬰巴臭
..................................................................................................................................... 

事到な島を い難務所本明た 沖行
終讀がを行作たなし外殿が後沖津い
又 ら一つ業゜作て壁周あ‘津宮‘

ぎ百ヽ柁函｛登 緊閾畠農り、百屑祠麿
と度に幽を 約ー装清奉禰て力‘中
がのは玄包祠 ＝名補掃仕宜奉是腹
出奉鐘な、波 面の修・作よ告 L 
戸仕崎景帰止 間神等整業り祭 鎮
こ作港観路場 御職、備を挨を 座
°業へをはで 奉で平‘開拶童 さ
を無拝沖直 仕は素社女ム・イ丁 れ
無事しノ会 頂困勤務月説し る
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四］
mm”', " :n ゞヽ ー屈愚m,9か，ヽ

■本殿裏手、末社横に設置された
放水銃

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
辺
津
宮
防
災
施
設
工
事
の
一
環
と
し
て
、

消
火
用
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
を
収
納
す
る
ポ
ン
プ
舎
新
築
の
地
鎮
祭
が

五
月
十
日
に
行
わ
れ
た
。

今
回
の
防
災
施
設
工
事
で
は
、
辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
へ
の
消
火
並

び
に
延
焼
防
止
を
目
的
と
し
た
放
水
銃
が
三
機
設
置
さ
れ
る
が
、

併
せ
て
消
火
栓
の
取
替
え
も
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
に
適
し
た
エ
ン
ジ
ン

ポ
ン
プ
を
新
設
す
る
た
め
に
ポ
ン
プ
舎
新
築
の
運
び
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
施
行
業
者
の
（
株
）
九
電
工
現
場
担
当
者
並
び
に
ポ
ン

プ
舎
建
築
工
事
の
担
当
者
が
参
列
す
る
な
か
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
、

工
事
の
安
泰
が
祈
念
さ
れ
た
。

t
ク
這

造
営
日
記
⑦

消
火
用
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
。
フ
舎
地
鎮
祭

宗
像
大
社
菊
花
会

つ
玄
海
小
・
中
学
校
に
菊
資
材
を
贈
呈
~

去
る
五
月
九
日
、
宗
像
市
立
玄
二
文
援
し
て
い
る
。
こ
の
趣
旨
に
宗
一

海
小
学
校
体
育
館
に
て
、
今
年
で
ご
像
大
社
菊
花
会
も
賛
同
し
、
菊
鉢
―
i

十
五
年
目
と
な
る
恒
例
の
菊
資
材
：
や
肥
料
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
る
。
i
­

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
一
ー
六
年
生
ま
一
三
・
四
年
生
は
小
菊
、
五
・
六
年
―

で
の
児
童
九
十
三
名
の
前
で
、
当
大
；
生
は
大
菊
を
、
ま
た
、
中
学
一
年
生
i
·

社
菊
担
当
の
神
職
・
巫
女
か
ら
児
童
：
も
昨
年
よ
り
菊
作
り
を
始
め
て
お
一

代
表
へ
菊
資
材
が
手
渡
さ
れ
た
。

□り
、
夏
休
み
に
も
交
代
で
登
校
し
‘
]
-

同
校
で
は
情
操
教
育
の
一
環
と
し
「
水
か
け
な
ど
を
行
い
、
菊
花
の
世
一

て
菊
作
り
栽
培
に
取
話
を
通
し
て
、
命
：
i

`“ 

り
組
ん
で
お
り
、
地
の
大
切
さ
や
お
も
一

E

元
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
い
や
り
の
心
を
学
二

l

「
匠
の
会
（
会
長1
1

小
ぶ
事
と
な
る
。
丁
大
社
で
行
わ
れ
る
西
日
本
菊
花
大

並
範
義
氏
）
」
を
始
十
一
月
に
は
校
：
会
に
も
出
品
さ
れ
る
。
個
性
豊
か

め
、
地
元
．
P
T
A

・
内
菊
花
展
を
開
催
丁
な
菊
花
が
こ
の
神
郡
宗
像
を
彩
る

教
諭
一
丸
と
な
っ
て
す
る
と
共
に
、
当
二
秋
が
待
ち
遠
し
い
。

じ
、

9

み
ょ
う
か
ー
い

表
千
家
而
妙
会
参
拝
里
等
を
視
察
し
、
一

l

Iヽ
I
'
!
'

ー
ー
！
i
'
｀
l
j
当
大
社
を
参
拝
一

四
月
十
七
、
十
八
日
の
二
日
間
、
：
さ
れ
た
。
仮
本
殿
に
て
高
向
宮
司
一

表
千
家
家
元
而
妙
斎
宗
匠
を
中
丁
よ
り
挨
拶
の
後
、
境
内
や
神
宝
館
一

心
と
す
る
数
奇
者
の
集
い
、
而
妙
：
を
拝
観
い
た
だ
い
た
。
神
宝
館
拝
一

会
の
全
国
大
会
が
福
岡
の
地
で
開
二
観
の
後
、
隣
接
す
る
海
の
道
む
な
一

催
さ
れ
、
会
員
ら
約
一
0
0

名
が
了
か
た
館
も
視
察
し
、
同
館
に
て
昼
一

当
大
社
を
参
拝
さ
れ
た
。
：
食
会
が
開
催
さ
れ
、
玄
界
灘
の
海
一

全
国
各
地
よ
り
参
集
し
た
会
口
の
幸
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
一

員
ら
は
十
七
日
、
福
岡
市
内
で
総
一
ご
参
拝
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
ご
一

会
を
行
い
、
翌
十
八
日
芦
屋
釜
の
―
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
一
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五
0
0

、

0
0
0
円
一

周
南
市
遠
石
八
幡
宮
一

三
0
0

、

0
0
0
円
一

福
津
市
（
株
）
松
崎
組
＿

宗
像
市合

資
会
社
伊
豆
本
店
一

1
0
0
、

0
0
0
円

岡
崎
市
鈴
木
宗
雄
一

す
さ
み
町
河
内
昭
男
―

1
1

河
内
水
産
一

福
津
市（

有
）
石
津
中
央
薬
局
＿

ヶ
倉
元
亮
兒
—

寺
島
俊
基
一

橋
本
定
雄
＿

織
幡
神
社
一

安
部
照
生
i

河
辺
紘
一

佐
藤
千
里
一

清
水
正
敏
一

養
父
守
―

// // 11 lI 11 

宗
像
市

II 
ヶ

一
、0
0
0
、

0
0
0
円

福
岡
市

（
有
）
牧
之
内

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

三
0
、

0
0
0
円
一

鹿
児
島
市
牧
口
玲
子
―

葛
飾
区
長
谷
川
正
江
一

福
津
市
宮
坂
芳
信
―

1
0、
0
0
0
円

足
立
区
鈴
木
光
良
一

宇
美
町
古
屋
昭
夫
一

金
沢
市

藤
田
戦
略
研
究
会
一

木
城
町
壼
岐
久
寿
―

ヶ
壼
岐
泰
代
一

北
九
州
市
北
野
征
四
郎
・

（
株
）
大
喜
一

ヶ
胸
形
和
郎
―

久
留
米
市
田
川
敬
一
郎
一

大
至
産
業
（
有
）
一

古
賀
市
中
野
重
男
一

高
萩
市
小
池
一

千
葉
市
宮
負
達
子
一

福
岡
市
堤
昌
文
＿

ヶ
矢
永
茄
津
一

（
医
）Ya
n
ag
a
C
l
in
ic

:
 

福
津
市
柴
村
雄
一

宮
崎
市
谷
川
慎
喜
雄
一

横
浜
市
江
波
戸
美
奈
―

五
、0
0
0
円

茨
木
市
占
部
博
一

小
郡
市
井
上
美
枝
子
一

鹿
沼
市
大
出
史
恵
一

神
戸
市
四
鬼
圭
子
一

玉
野
市
豊
田
昌
司
―

三
、0
0
0
円

糸
島
市
國
分
一
美

鎌
ケ
谷
市
竹
内
千
代
子

福
岡
市
井
上
泰
博

1
1

田
中
良
典

（
有
）
共
伸
マ
テ
リ
ア
ル

二
、0
0
0
円

糸
島
市

岡
垣
町

鹿
沼
市

川
崎
町

lI 

北
九
州
市

古
賀
市

国
分
市

周
南
市

土
浦
市

廿
日
市
市

広
島
市

福
岡
市

lI 
ヶ

横邑
浜南//
市町

佐口下小緒今邑中濱佐松吉長村村大松國
藤羽野金方宮本松田藤元松田上上出氷分

丸亜
郁秀敦紀昭梨篤修雪 博駒瑛由香菊文浩
午典司子俊紗紀三江亨文男子紀織栄孝一

時
津
町
小
坂
達
也

福
岡
市
小
田
康
敬

武
蔵
野
市
藪
翔
太

宗
像
市
滝
口
英
子

北北北川梶小奥小大大江占占梅魚岩岩入入井伊石石石石石石石石石池伊安安宗
崎崎崎合原田薗川庭坪口部部田住瀬瀬江江上藤橋橋橋橋谷谷谷谷川園熊部部像

八文 市
信直恒幸清 千剛 哲吉 泰俊房清 和義尊良龍茂 泰光財圭秀裕英博健
明也雄子仁進睦代明誠翁郎勉睦彦枝美宏久鋪王枝郎敏悟子年一介雄之明充児
---------------------------------------------------------------------------------

戸田田田田田高高杉慎白宗下篠七七七貞貞坂権権権権権権権権権権権小楠北北
波村尻島島島野崎山谷石岡田原田田田兼兼下田田田田田田田田田田田林 野野

チ 美 日ハトキカ
一高力良 好照弘 敏勝恵弘武武丈清泰弘長出ツ能キタ繁邦ク要ズ丑 良塁
昌一子人誠幸弘美茂史年子紀利喜治光裕之男人工教ワマ美雄子助エ美了太号正
- -- - -- - - --- -

深深深広広廣広廣日日久久浜浜花花花花花花花花花灘縄縄灘中中中中中永永刀
田田田橋橋橋橋瀬並南田田田田田田田田田田田田田辺田田辺山山村村野島島根

昭 あ 章キ
幸勝重三啓公一璧芳政良や義政泰正伸土頼三金ク和定君允葦純篤良弘武敏 孝
夫生信郎一子幸口洋隆則子男明彦路子江三郎時ノ義義子彦男一信治樹和行傭幸

-------------------------------------------------------------------------•—- ------
吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉山山八八八森森森元村村宗宮宮嶺松松松松本星船深深深
武武武田田田田田田住下口尋尋尋田 岡山田像本崎 本本本本田川越田田田

千卜陸
周寿和正信信ラ好正 和三正恵生泰 モ紀政厚奥秀博博礼 佑幸佐良和虎恒ゲ
ー一博行喜喜ミ典友弘政春男子子行恵エ子裕子子臣幸文子洋太夫助一昭重昭子

---------------------------------------------------------------------------------

桑堕大大占占魚上上上上今磯磯石石安安福 渡渡鷲カカカカカ吉吉吉吉吉吉吉
田戸塚池部部住妻妻妻妻村野野橋田部部津 辺辺尾丸丸丸丸丸本武武武武武武
ア市フ

茂詩浩幸敏サ 守英 直幸康美元富保克 利研義睦正英英 和正夕隆節章純
子妻二夫成子勲人明偉喜男子治彦彦孝博 木二允子輝文児功男行江則子治一
--------------------------------------------------------------------------

八八八八八八安村村宗光三増増増増藤平中中中常常高白白篠坂坂坂坂酒堺高
波波波波波波武井井俊吉國田田田田村田村村村軒軒田石石崎田田田田井 武

シサ 文
浩敏ズダ清則徳賢 ア秀義裕勝和松弘 志昭伸清和凡厚 和正憲一宏信博

連暢則カヨ文久文二薫キ和則俊博代江幸隆郎男規巳弘夫海清文美治彦幸夫和
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•- ·,,1、'l 与航り喜目旦負嘉麿一芦整胄先 （続）
心I、•：日ぃせのを定姉清二詫でが月

本ぅる鎮意遠妹国〇びも天号
: I、「人。とは識の艦最年い気ーで
に一日し 遠：は強ほたが埠
驚属本ずしは鎮のどしっ館芭
喜；嘉麿［腐畏雷贋手変名醤
畠房皐マ塁斎喜；且゜弯そ畠
心てる二閤門。；腐 だ悶悶
を来意隻。、艦：争 深。つ
............................................................................................................ 

定遠館の扉犀言長鴫囁：[ ; ] ] [ ; : : ; : : : [ ーと← — 十わ月か‘国し し
す十門門名隻 勝に破壌い日は れに行遼、て八争。、
る六‘中‘‘日しはりのる本成直てはわ東黄始り眉 死
北合艦口大乗本て黄、戦゜が訟日悶既れ半海ま日治 息
菜：摩嬰且旦編茎喜貸悶芦冒出：は。届t：晨合；日二 逮
師卜均—砲五船 戦十清にをの／［島 清宣及さ゜清十 捕
は、速 0 十三十 に七軍は有戦沖 の戦ぶん朝が七 者
艦対度九ーーニ 圧日を平利い海 前布範で鮮宣年 も
................................................................................................................................................................................................................ 

旗破咸わ五活な来ン島た三発 あ型艦低射砲 ノー大艇
艦し‘れ時躍かずチ‘だ—‘こつでがかのは定ツ四口十
でて超;~問がっ、砲霞日五鎮のな連激つ反操遠トー径四
ぁ掴勇｛目t光な三を晃本発遠海日射しだ動作‘゜門砲隻

喜:[9 ［〖喜言：胃＇畠旦塁嘉摩論黄臭醤目 閂］扇
望閾さ雙て召ぶ悶発昼三儡 5 羞蒻塁悶喜］贋腐 速日具
来。れ埠砲こら弾し二景を発遠し艦行戦、か艦 且玉：
遠不広経撃の小はか士艦与‘にてのつで命ヵ）‘
‘沈甲遠戦海型一発マーぇ来ーい速た日中り大 ＋口：：：
よ艦は、が戦艦発射五のナこ遠五る力が清度、口 四径石

大揚行はのも出セ松。に九゜が小両も発径 三砲、
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

畠怠｀巖は歌 た足能少沈浦少甲多ン 能上は ，，ヽぞくしヤ；

ロ［冑口［閏詞団こ沈ず＄棗木聞 みえ遠か兵をた者受鎮しが遠
のま雲た兵信い をるはーミ受副がけ遠て破薮
言ずも。二綱た 雙と、且扁；見房；盆竺閾壊遠

贔虞ヽ倅百胃闘こ胃土゜；向
命は闘ナこまの慎腐島五 戦尺
し満不。だ三吾、にセ 闘艦

................................................................................................................. 

農ぎ芝胃房羞、定腐烹畠贔::'丁 、、 ア、安姦、全苓き
［合嬰贔繋が詈冒冒嬰畠歩1i林り汝さ艇け着艇 唱るう葉
ま砲て口、使こ鉄 殺申拳躙泰鳩］れのだ底の咸歌さ国土は

む＇合笠均班言麟突：嵐空 9 ：誠也慮鸞雙聾垢乞ぞ喜：息班塁竺匹：＇
悶胃t塁匝詈斎亨羹偲,~つ 9 とど‘復汲息歪；責乞畠贔塁塁だ且与正
所清ン＾・ ・ぃりとるる製錆゜て毒丁仕遠鎮。めは傷はは 小長国こ
ー戦グ学帝興ゎる‘ここヵ、でび 北薬汝掛の遠 を水を大水 学くを
争て研国亡が。海ろと、良て 洋を昌け艦の さ雷受破雷 校し思
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し
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一
北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

一
吉
野
山
京
の
桜
も
昔
の
ま
ま
テ
レ
ビ
に
見
つ
つ
吾
は
老
い
た
り

二
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
桜
に
、
逸
ぎ
た
歳
月
を
思
い
、
老
い
を
静
か
に
受
け
容
れ
る
作
者
だ
ろ
う
。

[
宗
像
市
池
田
森
龍
子

i
時
間
か
け
煮
込
み
し
春
の
若
芽
の
茎
素
直
に
旨
し
弱
ま
り
し
歯
に

福
津
市
花
見
が
浜
佐
藤
純
一

□

食
べ
る
喜
び
が
詠
ま
れ
、
気
持
ち
の
安
ら
ぐ
歌
。
結
句
は
〈
歯
の
舞
き
身
に
〉
。
若
芽
は
若
布
で
は
？
．

o

打
倒
来
た
弥
勒
到
来
幕
府
あ
り
庶
民
泣
か
せ
の
日
精
製
粉
一
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

一
詠
み
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
が
読
者
に
も
分
か
る
よ
う
に
、
言
一
語
り
あ
ふ
言
葉
少
な
く
会
へ
ば
た
だ
母
の
手
や
背
を
さ
す
り
て
過
す

葉
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。
二
無
言
で
も
気
持
ち
が
通
じ
る
作
者
と
母
。
結
句
か
ら
、
母
は
高
齢
か
療
齊
中
か
も
し
れ
な
い
。

宗
像
市
日
の
里
孔
雀
王
]
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

や
ま
た
の
お
る
ち

神
代
に
八
岐
大
蛇
出
現
し
敲
き
殺
し
た
素
蓋
鳴
尊
[
な
め
ら
か
に
た
だ
な
め
ら
か
に
な
る
砂
が
波
に
洗
わ
れ
海
へ
と
傾
ぐ

こ
の
神
話
を
選
び
詠
ん
だ
の
は
ど
ん
な
感
情
か
ら
か
が
、
歌
の
二
良
い
歌
だ
が
語
順
を
変
え
て
〈
寄
る
波
の
洗
う
砂
要
な
め
ら
か
に
た
だ
な
め
ら
か
に
海
へ
と
頓
ぐ
〉
。

一
中
で
分
か
る
と
良
い
の
だ
が
0

1

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
i
あ
た
ら
し
き
健
康
基
準
さ
だ
め
ら
れ
も
の
ぐ
さ
の
わ
が
健
康
人
と
な
る

孫
呉
れ
し
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
小
さ
き
箱
朱
き
花
柄
捨
て
が
た
く
持
つ

□
健
康
基
準
が
以
前
よ
り
も
緩
く
な
っ
た
こ
と
を
詠
み
、
鋭
い
。
四
句
は
〈

S

吾
が
〉
と
漢
字
に
。

小
箱
の
描
写
か
ら
孫
へ
の
愛
情
が
よ
く
伝
わ
る
。
初
句
に
は
字
一
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

一
余
り
で
も
助
詞
が
欲
し
い

0

I
黄
の
花
と
白
の
花
と
の
山
吹
が
揃
ひ
て
咲
け
り
妻
の
誕
生
日
今
日

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
[
-
夫
人
へ
の
愛
が
籠
る
歌
。
字
余
り
解
消
の
た
め
〈
わ
が
妻
の
誕
生

過
ぎ
し
日
は
み
な
淡
々
と
な
り
ゆ
く
に
棚
田
彩
る
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
花
]
日
け
ふ
白
花
と
黄
花
の
山
吹
そ
ろ
ひ
咲
き
そ
む
〉
に
。

色
鮮
や
か
な
芝
桜
の
花
に
、
逆
に
過
去
の
で
き
ご
と
の
遠
さ
を
一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

一
思
っ
作
者
か
。
静
か
で
美
し
い
歌
。
」
萌
え
出
づ
る
青
青
と
し
た
浅
葱
を
た
っ
ぷ
り
入
る
る
今
朝
の
み
そ
汁

ニ
ー
浅
葱
の
香
が
し
そ
う
な
み
そ
汁
の
歌
。
初
句
は
〈
萌
え
出
で
し
〉
四
句
〈

s

入
れ
る
〉
に
。

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
~

待
合
室
で
は
か
り
し
吾
の
血
圧
を
ナ
ー
ス
は
左
手
の
甲
に
書
き
い
る
]
ン
選
者
詠

ナ
ー
ス
の
行
動
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
、
そ
の
場
の
光
景
が
自
に
見
え
る
よ
う
だ
。
一
金
曜
は
セ
ー
ル
ス
電
話
が
よ
く
か
か
り
受
話
器
お
く
間
に
鍋
ふ
き
こ
ぼ
る

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三
一
顔
よ
り
も
手
の
甲
さ
き
に
日
焼
け
せ
り
働
き
者
の
右
手
と
り
わ
け

ひ
び
さ

潮
騒
の
響
に
育
つ
し
お
キ
ャ
ベ
ツ
若
松
の
芽
に
甘
い
さ
さ
や
き
[

〈
し
お
キ
ャ
ベ
ツ
〉
は
ブ
ラ
ン
ド
名
か
。
こ
の
名
が
効
い
て
い
る
[

l
の
で
、
下
の
旬
も
キ
ャ
ベ
ツ
の
描
写
に
集
中
し
て
。
[

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

朝
じ
め
る
さ
み
ど
り
の
木
々
ふ
く
よ
か
に
い
よ
よ
緑
を
産
ま
ん
静
け
さ
[

木
々
の
瑞
々
し
さ
が
詠
ま
れ
気
持
ち
が
良
い
。
初
句
・
ニ
句
〈
露
[

を
お
く
朝
の
木
々
の
〉
に
。

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日メ
切

一
乙
”

俳
句

¢
作
品
集

宗
像
市
多
證
早
川

く
ら
み
や
び

日
の
杜
の
座
に
雅
の
舞
降
り
る

宗
像
市
日
の
里
石
松

温
め
酒
喉
を
潤
す
夕
鮪
か
な

宗
像
市
武
丸
白
土

春
深
き
大
空
舞
わ
ん
小
鳥
か
な

祥 弘
次

凌

宮
祭
）
日

祭
祭
汲
三
社
日

5
o
u

？
月
～
第
神

U
U

奏
奏

寺
．
き
国
祭
拝
寺
奉
奉

日

0
8祭
宮
続
護
日

1
祭
舞
舞

5
1

宮
二
き
像
命

1

社
安
栄

ー
前
高
第
引
宗
月
巡
前
総
浦
豊

ー
午
午

I

―
戸
彗
汀
‘
冠

上
海
賊
の
娘
」
（
村
上
水
軍
を
題
材
に
し
た
長
編

歴
史
小
説
）
を
、
文
庫
本
に
な
る
の
を
待
ち
き
れ

ず
に
購
読
し
て
し
ま
い
ま
し
た
了
読
み
始
め
る

と
非
常
に
面
白
く
、
あ
っ
と
言
う
間
に
読
破
。
読

み
終
え
た
充
足
感
に
浸
り
な
が
ら
、
い
つ
も
な

ら
気
に
も
留
め
な
い
最
後
の
数
ペ
ー
ジ
を
め
く
つ

て
い
る
と
、
参
考
文
献
が
び
っ
し
り
と
書
い
て
あ

り
、
こ
れ
ま
た
あ
っ
と
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
本
を

書
く
の
に
こ
ん
な
に
読
ん
だ
ん
だ
…
、
難
し
そ

う
な
歴
史
の
本
ば
か
り
…
、
一
字
一
句
、
大
切

に
読
ま
な
け
れ
ば
！
作
家
さ
ん
の
凄
さ
と
と
も

に
自
分
が
い
か
に
無
知
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
ご
無
知
な
小
生
で
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は
、

苦
手
な
歴
史
の
本
を
紐
解
き
‘
＿
字
一
句
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
当
誌
の
編
集
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
余
す
こ
と
な
く
（
最
後
の

編
集
後
記
ま
で
）
ご
愛
読
下
さ
い
…
。
（
鈴
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
ニ
ニ
―
一
（
代
）

発
行
人
葎
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

・闘晶藷Ui,.

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

五
月
号
（
第
6
3
9

号
）5
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
ラ
ジ
ェ

lン
ド
ラ
・
パ
チ
ャ
ウ
リ
氏
参
拝
」
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
中
川
雅
治
衆
議
院
講
員

（
正
）
中
川
雅
治
参
議
院
議
員




